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02P　熊本北部漁協があさり貝を贈呈
03P　ごみ減量化大作戦！
04P　ながすT

トピックス

opics
05P　おしらせ
09P　来てみなっせ　金魚と鯉の郷広場
10P　生涯学習コーナー
12P　ながす未来館・図書館コーナー
14P　社協だより　もやい
18P　保健・子育て情報
22P　想い出の１ページ
23P　ぼくの夢　わたしの夢　六栄小６年　植原　妃理さん
24P　新規採用職員募集

人の動き population dynamics

人　口 16,042人 （22人減）

男 7,929人 （10人減）

女 8,113人 （12人減）

世帯数 7,214世帯 （20世帯減）
令和元年５月末日現在　※（　　）内は前月比

防災情報（長洲付近）

 ４日㊍　午前10時00分頃、午後10時45分頃
18日㊍　午前 ９時30分頃、午後10時30分頃
※４日、18日の前後は、海面が高くなりますので特に注意してください。

７月の潮位
大潮期間中の満潮時には、高潮に注意してください。

まちのちから！
長洲町の宝「あさり」を子どもたちに知ってほしい

熊本北部漁協があさり貝を贈呈

６月３日、熊本北部漁業協同組合（上田浩次代表理
事組合長）は、町役場で、町内の園児たちに長洲産あ
さり貝を贈呈しました。
この取り組みは、園児たちにあさり貝のおいしさや
有明海の大切さを学んでほしいと、平成25年から毎年
実施されており、ことしは75キロのあさり貝が贈呈さ
れました。
あさり貝を贈呈した上田代表理事組合長は「ことし
もたくさん育っている。給食で食べてください」と述
べ、中逸町長は「漁協の皆さんの努力で、たくさんの
あさり貝が採れている。有明海をみんなで守っていき
ましょう」と園児たちに呼びかけました。
園児代表であいさつした長洲こどもの海保育園の前
畑勇誌くんは「みんなでおいしくいただきます」とう
れしそうにお礼の言葉を述べました。
贈呈されたあさり貝は、翌日の給食でみそ汁にして
振る舞われ、海の恵みを堪能しました。

６月４日、長洲・牛水地域干潟保全会
（上田浩次代表）は、長洲海岸地先で潮
干狩り体験を行いました。
これは、地域教育の一環として、有明
海の干潟体験・潮干狩り体験などを通じ
て、有明海の魅力を伝えるために平成25
年度から行われています。
この日は、雨が心配される中、幼稚
園・保育所、小学校から約640人が参加
し、泥まみれになりながら、潮干狩りを
楽しみました。

2019.7 2


